
CHAPTER●2─8085の実際

マイクロプロセッサと周辺チップとメモリ
機能の大筋を決定する4個のチップ

マイクロプロセッサが誕生したあとホビイ
ストたちが果たした役割は、いくらか誇張さ
れて伝わっていることを差し引いても十分に
わくわくさせられる。その発端を作ったイン
テル社の8080は、残念ながら、もう歴史に名
を残すのみとなっているが、8085がまだ手に
入る。これを使ってコンピュータを作り、い
つかはBASICを動かし、当時のホビイストた
ちの気分に浸ってみたい。10年後には世界一
の大金持ち、なんてことはないとしても、その
くらい大きな夢が見られることだろう。
生まれてはじめてコンピュータを作るとい

う点で、当時のホビイストたちといまのぼく
は同じ立場にある。コンピュータがどういう
ものか、学校の勉強で理解しているが、実際に
作ればさまざまな課題に直面すると思う。だ
から、当面の目標は何よりちゃんと動かすこ
とに絞り、なるべく簡素にしたい。あれこれ
欲張ると、万が一、出来上がったコンピュータ
がピクリとも動かなかったとき原因を特定す
るのに苦労する。せいぜい、ヘンな動きかた
をする程度の失敗に止めなければならない。
そのせいいっぱい簡素なコンピュータを思

い浮かべると、必要な機能はテレタイプライ
タを接続するためのシリアルインタフェース

とBASICが動く程度のメモリ、あきらめる機
能はディスプレイやキーボードを直接接続す
るインタフェース、プリンタ、フロッピーディ
スクなど、そして、どうでもいいのが外観だ。
つまり、アルタイルにいくつかオプションの
カードを追加した感じといえる。これで、本
物のテレタイプライタを接続したら何もかも
当時のままだが、実際には、IBM PC/AT互換
機を接続し、Windowsのハイパーターミナル
で代用することになる。クロックが3MHzあ
たりのコンピュータに、数GHzの端末機をつ
ないで動かすというのも、また一興だ。
マイクロプロセッサが8085だと、シリア
ルインタフェースは8251になる。図1-1に、
8085と8251の外観を示す。この組み合わせ
はインテル社の想定にしたがったもので、事
実上、検討の余地がない。どこがどうという
より、もう決まりごとのようになっている。
メモリは、BASICが動く程度という観点か
ら4Kバイト以上が必要になる。ただし、いま
このあたりのメモリは容量が大きいほど値段
が安いので、8085に接続できる最大の容量、
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64Kバイトを2で割って、32Kバイトの汎用の
EPROMとSRAMに振り分ける。型番でいう
と、27256と62256になる。図1-2に、これらの
外観を示す。1970年代としては豪勢すぎるが、
当時、実現しなかった容量でもない。
以上の4個のチップで、コンピュータの大
筋が決まる。すべてが決まるわけではない。
その足りない部分をどう作るかが、唯一、ぼく
に与えられた設計の余地となる。大した作業
ではないと考えることができるだろうし、多
かれ少なかれ設計をするのだから難しさは同
じともいえる。いずれにせよ、出来合いのコ
ンピュータを買って済ませようとしなかった
以上、この作業を楽しまなければ意味がない。

足りない機能を把握し、TTLをあてはめる
ジグソーパズルの穴を埋めるような作業

コンピュータのマイクロプロセッサと周辺
チップとメモリで足りない部分、いわゆる周
辺回路は、この本がTTLと総称する、取り立
ててすごいわけでもないチップで作る。TTL
は、1971年、テキサスインスツルメンツ社が
発売した論理回路のラインナップで、型番が

7400から順に振られ、いま手もとにあるマニ
ュアルでは最後が74670になっている。当時
は最新のチップとしてコンピュータを組み立
てるために使われたし、いまも、単純で融通が
利くところから周辺回路に使われる。この間、
ずっと大きな需要があったので、ほとんどの
半導体メーカーが互換チップを作っており、
価格が安く、手に入りやすい。また、正真正銘
のTTL、74シリーズのほか、消費電力をおさ
えた74LSシリーズ、もっとおさえた74HCシ
リーズなども生まれた。なお、「TTL」は、厳密
にいうと構造の呼称であって特定の製品の名
前ではなく、74HCシリーズにいたっては構
造もTTLでないが、そういうことにこだわる
と仕事がやりにくいので、この本は、問題が生
じない限り、すべてを単にTTLと表記する。
TTLは、マイクロプロセッサや周辺チップ
のようにプログラムで機能をかえるチップで
はないから、とても理解しやすいし、たとえ理
解できなくても、入力と出力の関係がマニュ
アルの機能表に書かれている。TTLのマニュ
アルを眺めていると、何だかこれだけでコン
ピュータの全体を組み立てることもできそう
な気分になる。実際、それをやっている書籍
「CPUの創りかた」（渡波郁著、毎日コミュニ
ケーションズ刊）があるくらいだ。周辺回路
だけでいいのであれば、だいたい出来上がっ
たジグソーパズルで、欠けたピースを探して
はめ込むような作業になる。大切なのはどん
な機能を実現するのかしっかり把握しておく
ことで、電子工学やオームの法則はいらない。
コンピュータを前述のマイクロプロセッサ
と周辺チップとメモリで構成する場合、周辺
回路は、ざっと検討して6つの部分に分かれ
る。マイクロプロセッサの機能兼用端子の信
号を分離するもの、マイクロプロセッサの読

図1-2●27256（上）と62256（下）

1─秋葉原と神保町




